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学位論文内容の要旨
【背景】内側半月板後根断裂(medial meniscus posterior root tear, MMPRT)では時に両側
例を経験する．本研究の目的は MMPRT の両側発生率とその予測因子について検討するこ
とである．
【対象と方法】2013 年から 2019 年までに MMPRT と診断された 183 例を対象とした．両
側に MMPRT が発生した 14 例(B 群)と片側のみ MMPRT が発生した 169 例(U 群)の二群
に分け，年齢，性別，body mass index, 受傷から手術までの期間，内側脛骨プラトー後傾
角(medial tibial slope angle, MTSA)を両群間で比較した．  
【結果】MMPRT の両側発生率は 6.2%であった．年齢，性別，body mass index は両群で
有意差を認めず，手術までの平均待機期間(B 群: 109 日, U 群: 75 日)，初回受傷膝の平均
MTSA(B 群: 10.9º, U 群: 8.3º)において有意差を認めた(共に P<0.05)．多変量解析では手術
までの平均待機期間の長期化(オッズ比 1.0, 95%信頼区間 1.00–1.01)と MTSA が大きいこ
と (オッズ比 1.85, 95%信頼区間 1.21–2.64) が有意に MMPRT の両側発生と相関していた
(共に P<0.05)．  




内側半月後根断裂（medial meniscus posterior root tear, NMPRT）が両側に発生する場
合があり、そのリスクを低減させることは臨床上意義深い。本研究では、NMPRT と診断さ
れた両側例（B 群）と片側例（U 群）を比較検討したところ、両群間で、年齢、性別、body 
mass index は有意差を認めなかったが、手術までの平均待機期間が B 群において有意に長
かった。また、内側脛骨プラトー後傾斜角（medial tibial slope angle, MTSA）が B 群にお
いて有意に大きかった。多変量解析で手術までの平均待機期間の長期化と MTSA が大きい
ことが NMPRT の両側発生に有意に相関することを示した。 






Steep medial tibial slope and prolonged delay to surgery are 
associated with bilateral medial meniscus posterior root tear 
（内側脛骨プラトー後傾角と手術待機期間は内側半月板後根断裂の両
側発生に関係する）
